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三良坂町商工会 経営指導員 今重新会長挨拶

去
る
七
月
二
十
二
日
、
広
島
市
南
区
の

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島
に
お
い

て
、「
平
成
十
六
年
度
広
島
県
商
工
会
職

員
協
議
会
通
常
総
代
会
」
を
開
催
し
た
。

総
代
会
に
は
、
中
国
経
済
産
業
局
産
業

部
中
小
企
業
課
　
村
上
英
夫
課
長
、
広
島

県
商
工
労
働
部
経
営
支
援
室
　
山
田
幸
博

室
長
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会
　
加
島
英

俊
会
長
を
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
に
ご
臨

席
を
賜
わ
り
、
各
来
賓
の
挨
拶
を
頂
戴
し

た
。総

代
会
で
は
安
芸
津
町
商
工
会
　
尾
里

指
導
員
を
議
長
に
選
出
し
、
以
下
の
議
案

に
つ
い
て
審
議
し
た
。

第
一
号
議
案
　
広
島
県
商
工
会
職
員
協
議

会
規
約
の
一
部
改
正
（
案
）

承
認
の
件

第
二
号
議
案
　
平
成
十
五
年
度
事
業
報
告

書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借

対
照
表
及
び
財
産
目
録
承

認
の
件
（
監
査
報
告
）

第
三
号
議
案
　
平
成
十
六
年
度
事
業
計
画

書
（
案
）
及
び
収
支
予
算

書
（
案
）
承
認
の
件

第
四
号
議
案
　
平
成
十
六
年
度
会
費
賦
課

基
準
（
案
）
承
認
の
件

第
五
号
議
案
　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選

任
の
件

︱
新
会
長
に 

　
　
今
重
氏
を
選
出
︱



以
上
の
審
議
に
つ
い
て
は
、
全
員
一
致

で
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
既
存
の
三
協
議
会
の
発

展
的
解
散
を
受
け
て
、
当
協
議
会
へ
一
本

化
し
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
新
た
な

組
織
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
す
る
運
び
と

な
っ
た
。

ま
た
、
本
総
代
会
で
は
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
で
、
新
会
長
に
三
良
坂
町
商

工
会
　
経
営
指
導
員
　
今
重
真
人
　
氏
を

は
じ
め
三
十
六
名
の
新
役
員
を
選
任
し

た
。去

る
六
月
二
十
九
日
・
三
十
日
の
二
日

間
、
広
島
市
中
区
の
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
に
お

い
て
、「
平
成
十
六
年
度
商
工
会
事
務
局

長
連
絡
協
議
会
通
常
総
会
・
研
修
会
」

（
児
玉
恒
雄
会
長
）
を
開
催
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
二
十
九
日
の
研
修
会
で

は
、
公
認
会
計
士
の
石
橋
三
千
男
氏
を
講

師
に

商
工
会
の
法
人
税
申
告
の
取
扱

い

と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
た
。

引
き
続
き
総
会
に
は
、
広
島
県
商
工
労

働
部
経
営
支
援
室
　
渡
辺
敏
明
専
任
主

査
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会
　
加
島
英
俊

会
長
を
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
に
ご
臨
席

賜
り
、
各
来
賓
の
挨
拶
の
後
、
音
戸
町
商

〞
〝
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平成16年度 

通
常
総
会
・
研
修
会
の 

　
　
　
　
　
　
　
開
催 

広
島
県
商
工
会
事
務
局
長 

工
会
の
大
古
局
長
を
議
長
に
以
下
の
議
案

に
つ
い
て
審
議
し
た
。

第
一
号
議
案
　
平
成
十
五
年
度
事
業
報
告

書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借

対
照
表
及
び
財
産
目
録
承

認
の
件

第
二
号
議
案
　
広
島
県
商
工
会
事
務
局
長

連
絡
協
議
会
解
散
に
伴
う

広
島
県
商
工
会
職
員
協
議

会
に
統
括
す
る
件

第
三
号
議
案
　
平
成
十
六
年
度
事
業
報
告

書
及
び
収
支
決
算
見
込
書

承
認
の
件

以
上
の
審
議
に
つ
い
て
は
、
全
員
一
致
で

原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

去
る
七
月
六
日
・
七
日
の
二
日
間
、
広

島
市
中
区
の
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広

島
に
お
い
て
「
第
四
十
三
回
広
島
県
経
営

指
導
員
協
議
会
通
常
総
会
」（
池
尻
龍
司

会
長
）
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
広
島
県
商
工
労
働
部
経
営

支
援
室
　
山
田
幸
博
室
長
、
広
島
県
商
工

会
連
合
会
　
田
中
民
男
副
会
長
を
は
じ

め
、
多
数
の
ご
来
賓
に
ご
臨
席
賜
り
、
各

来
賓
の
挨
拶
の
後
、
本
郷
町
の
藤
井
忠
昭

指
導
員
を
議
長
に
選
出
し
、
以
下
の
議
案

に
つ
い
て
審
議
し
た
。

第
一
号
議
案
　
平
成
十
五
年
度
事
業
報
告

書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借

対
照
表
及
び
財
産
目
録
承

認
の
件

第
二
号
議
案
　
広
島
県
経
営
指
導
員
協
議

会
を
解
散
し
広
島
県
商
工

会
職
員
協
議
会
に
統
括
す

る
件

第
三
号
議
案
　
平
成
十
六
年
度
事
業
報
告

書
及
び
収
支
決
算
見
込
書

承
認
の
件

以
上
の
審
議
に
つ
い
て
は
、
全
員
一
致
で

原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
昭
和
三
十
六
年
七
月
に

設
立
の
県
指
協
は
本
総
会
で
四
十
三
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
商
工
会
の
新
た
な
時

代
の
要
請
に
応
じ
る
た
め
、
発
展
的
に
解

散
し
、
新
た
な
組
織
「
広
島
県
商
工
会
職

員
協
議
会
」
に
一
本
化
し
て
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

議
事
終
了
後
、
長
年
指
導
員
と
し
て
功

績
の
あ
っ
た
方
々
に
対
し
、
表
彰
状
並
び

に
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
う
と
と
も
に
、
平

成
十
六
年
四
月
以
降
新
た
に
経
営
指
導
員

と
な
っ
た
新
会
員
の
紹
介
な
ど
を
行
っ

た
。ま

た
、
総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
研
修

会
に
お
い
て
、
税
理
士
の
末
本
朱
美
氏
を
講

師
に

商
工
会
に
お
け
る
消
費
税
の
取
扱

い
に
つ
い
て

と
題
し
て
講
演
い
た
だ
い

た
。

〞

〝

去
る
七
月
十
三
日
・
十
四
日
の
二
日

間
、
広
島
市
中
区
の
広
島
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ

テ
ル
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
「
広
島
県
商
工
会

指
導
職
員
協
議
会
通
常
総
会
」（
竹
下
信

子
会
長
）
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
広
島
県
商
工
労
働
部
経
営

支
援
室
　
渡
辺
敏
明
専
任
主
査
、
広
島
県

商
工
会
連
合
会
　
植
田
賢
治
副
会
長
を
は

じ
め
多
数
の
ご
来
賓
が
出
席
。
各
来
賓
の

挨
拶
の
後
、
芸
北
町
商
工
会
の
藤
井
真
吾

さ
ん
を
議
長
に
選
出
し
以
下
の
議
案
に
つ

い
て
審
議
し
た
。

第
一
号
議
案
　
平
成
十
五
年
度
事
業
報
告

書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借

対
照
表
及
び
財
産
目
録
承

認
の
件

第
二
号
議
案
　
広
島
県
商
工
会
指
導
職
員

協
議
会
を
解
散
し
広
島
県

商
工
会
職
員
協
議
会
に
統

括
す
る
件

第
三
号
議
案
　
平
成
十
六
年
度
事
業
報
告

書
及
び
収
支
決
算
見
込
書

承
認
の
件

以
上
の
審
議
に
つ
い
て
は
、
全
員
一
致
で

原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
十
年
九
月
に
設
立

平成16年度 

通
常
総
会
・
研
修
会
の 

　
　
　
　
　
　
　
開
催 

商
工
会
指
導
職
員
協
議
会 

平成16年度 

通
常
総
会
・
研
修
会
の 

　
　
　
　
　
　
　
開
催 

経
営
指
導
員
協
議
会 
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の
当
協
議
会
は
、
商
工
会
の
新
た
な
時
代

の
要
請
に
応
じ
る
た
め
、
発
展
的
に
解
散

し
、
新
た
な
組
織
「
広
島
県
商
工
会
職
員

協
議
会
」
に
一
本
化
し
、
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
研
修

会
に
お
い
て
、
㈱
パ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
の
宮
川
良

子
氏
を
講
師
に

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

概
論

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い
た
。

昭
和
三
十
六
年
に
経
営
指
導
員
の
資
質

向
上
と
地
位
の
確
立
お
よ
び
親
睦
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
「
経
営
指
導
員
協
議
会
」

が
結
成
さ
れ
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営
改

善
普
及
事
業
は
も
と
よ
り
、
会
員
の
資
質

や
地
域
商
工
業
の
発
展
の
た
め
事
業
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
昭
和
五

十
一
年
に
「
事
務
局
長
連
絡
協
議
会
」
が

設
立
さ
れ
、
各
種
の
研
究
・
協
議
を
通
じ

会
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
商
工
会
事
業

の
推
進
に
寄
与
し
、
地
域
経
済
の
発
展
・

活
性
化
の
た
め
に
事
業
活
動
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
年
に
は
「
指
導
職
員
協

議
会
」
が
会
員
の
共
通
の
利
益
を
図
る
と

と
も
に
会
員
相
互
の
連
絡
を
密
接
に
し
て

親
睦
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ

〞

〝

ま
し
た
。
こ
れ
ら
三
協
議
会
は
、
こ
れ
ま

で
に
会
員
の
資
質
や
地
域
商
工
業
の
発
展

の
た
め
活
発
な
事
業
活
動
を
展
開
し
て
、

多
様
な
分
野
で
活
躍
を
続
け
、
地
域
経
済

の
活
力
の
源
泉
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
小
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
中
小
企
業
基
本
法
の
改
正
や
小

規
模
企
業
政
策
の
転
換
、
更
に
は
、
地
方

分
権
の
推
進
に
伴
う
市
町
村
合
併
、
特
殊

法
人
の
見
直
し
等
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
、

商
工
会
も
新
た
な
時
代
の
要
請
に
応
じ
て

変
革
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
ま
す
。
特
に
、

平
成
十
七
年
三
月
の
合
併
特
例
法
期
限
切

れ
に
向
け
て
、
市
町
村
合
併
が
推
進
さ
れ
、

商
工
会
の
広
域
連
携
や
合
併
問
題
な
ど
広

域
指
導
体
制
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
商
工
会
事
業
の

効
率
的
運
営
・
職
員
の
資
質
向
上
や
職
務
環

境
整
備
な
ど
を
図
る
た
め
、
全
職
員
が
一

つ
の
組
織
体
制
の
も
と
に
連
携
を
図
り
つ

つ
、
こ
の
難
局
に
対
処
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、「
広
島
県
商
工
会
職
員

協
議
会
」
へ
の
一
本
化
へ
向
け
て
三
協
議
会

を
発
展
的
に
解
散
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
三
協
議
会
の
発
展
的
解
散

を
受
け
て
、「
広
島
県
商
工
会
職
員
協
議

会
」
へ
全
面
移
行
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

商
工
会
事
業
の
効
率
的
運
営
な
ど
を
図
る

た
め
、
事
務
局
長
・
経
営
指
導
員
・
指
導

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
各
種
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

３
協
議
会
解
散 

事
務
局
長 

指
導
職
員 経
営
指
導
員 

・ 

・ 

新
職
員
協
議
会
移
行
に
向
け
て 

本通で商工会をＰＲ 

商工会の日にちなむ記念事業で、県連役員、 
職員らが市民に花の種子などを配る 

　本県連では、去る６月10日の「商工会の日」に商工

会を広く市民に知ってもらおうと、広島市中区の本通

アーケードで恒例となった商工会ＰＲ事業を行いまし

た。本県連役員とともに職員らが本通のひろしま夢ぷ

らざ前で花の種子やポケットティッシュを道行く買い

物客らに手渡して、商工会をＰＲしました。 

　ＰＲ事業には、加島英俊会長をはじめ４名の副会長と18名の県連職員が参加。広島県観光連盟の森

本文人専務理事とともに応援に駆けつけた観光アシスタント、“広島県ええじゃんレディ”の２名も加

わって、午前11時30分過ぎからそれぞれ500個ずつ用意した花の種子、ポケットティッシュを道行く

人々に手渡しました。職員らは、白花カスミクサ、美女撫子、コスモスなど５つをセットにした花の

種を、ひろしま夢ぷらざ、広島県商工会連合会のホームページの紹介などを書き添えたポケットティッ

シュとともに配付。用意されていた花の種子などは10分足らずで買い物客などの手に行き渡り、市民

に商工会を印象づけることができたようです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

「ええじゃんレディ」とともに笑顔で花の種子を配る加島会長 
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六
月
一
日
か
ら
杉
本
前
専
務
理
事
の
後
任
と

し
て
商
工
会
連
合
会
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
木

之
下
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
勤
務
し
て
約
二
ヶ
月
に
な
り
ま
す
が
、

現
在
仕
事
を
覚
え
る
た
め
一
生
懸
命
勉
強
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
商
工
会
の

合
併
に
関
し
て
、
自
分
な
り
に
感
じ
た
こ
と
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
県
で
は
、
今
ち
ょ
う
ど
、
来
年
三
月
の
市

町
村
合
併
特
例
法
の
期
限
切
れ
ま
で
に
と
い
う

こ
と
で
市
町
村
合
併
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
契
機
に
県
内
八
十
九
商
工
会
に
お
い
て
も

合
併
の
気
運
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
を
み
ま
す
と
、
地

域
経
済
活
動
の
広
域
化
、
事
業
者
ニ
ー
ズ
の
高

度
化
・
専
門
化
、
中
小
企
業
施
策
の
転
換
な
ど

の
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
環

境
変
化
に
迅
速
に
対
応
し
、
商
工
会
事
業
の
よ

り
効
率
的
か
つ
効
果
的
実
施
と
指
導
体
制
の
充

実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か

で
、
合
併
は
時
代
の
変
革
に
沿
っ
た
適
切
な
対

応
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
は
い

ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で
ど
う
し

て
も
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、「
商
工
会
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
」
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

実
際
の
商
工
会
の
活
動
内
容
を
み
ま
す
と
、

会
員
の
経
営
改
善
普
及
事
業
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
振
興
、
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
、
お
祭
り
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
青
少
年
育
成
活
動
、
献
血
運

動
、
清
掃
活
動
等
多
彩
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

多
く
の
町
村
に
お
い
て
商
工
会
と
そ
の
会
員
が

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
を
形
成
し
て
い
る

こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
今
後
合
併
を
進
め

て
い
く
際
に
は
、
こ
う
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
け
る
商
工
会
の
機
能
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
、
合
併
す
る
商
工
会
同
士
で
十

分
に
検
討
協
議
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
各
市
町
村
行
政
に
お
い
て
も
、
商
工

会
が
地
域
で
果
た
し
て
い
る
役
割
を
良
く
認
識

し
、
商
工
会
の
機
能
が
失
わ
れ
た
と
き
に
地
域

が
ど
う
な
る
の
か
、
商
工
会
の
合
併
後
の
地
域

振
興
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
を
考
慮

し
た
う
え
で
、
指
導
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

商
工
会
の
合
併
が
今
後
進
む
に
つ
れ
て
様
々

な
問
題
が
生
じ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
あ
く

ま
で
も
「
何
が
会
員
に
と
っ
て
良
い
こ
と
な
の

か
」「
何
が
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
な

の
か
」
と
い
っ
た
視
点
に
立
っ
て
、
各
商
工
会

と
商
工
会
連
合
会
が
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
ま

た
行
政
に
対
し
て
も
合
併
後
の
商
工
会
活
動
が

そ
の
地
域
の
活
性
化
に
い
か
に
役
立
つ
か
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
最
大
の
課
題
で
あ
る
合
併
問
題
も

何
と
か
乗
り
越
え
て
い
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
、
と
少
し
楽
観
的
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

今
勉
強
を
始
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

就
任
二
ヶ
月
を
経
過
し
て

就
任
二
ヶ
月
を
経
過
し
て 
就
任
二
ヶ
月
を
経
過
し
て 

広
島
県
商
工
会
連
合
会
　
専
務
理
事
　
木
之
下
　
義
昭 

商工貯蓄共済付加保障制度のおすすめ 

情
報
管
理
課
で

七
月
一
日
よ
り
勤

務
し
て
い
ま
す
嘱

託
専
門
指
導
員
の

平
井
幸
雄
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

専
門
分
野
は
Ｉ
Ｔ
関
連
で
す
。
技
術
士
（
情
報

工
学
部
門
）
や
経
営
と
Ｉ
Ｔ
を
橋
渡
し
す
る
Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
て
こ
の
数
年
間
、
個
々
の

中
小
企
業
を
ご
支
援
す
る
仕
事
に
関
わ
っ
て
参
り

ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
は
、
業
務
改
革
と

の
両
輪
で
経
営
課
題
の
解
決
を
可
能
に
し
ま
す
。

課
題
解
決
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
支
援
活
動
は
経

営
改
革
の
活
動
と
共
に
始
め
ま
す
。
そ
の
企
業
の

組
織
力
の
レ
ベ
ル
を
成
熟
度
と
い
う
尺
度
で
計
り

ま
す
が
、
経
営
と
Ｉ
Ｔ
の
成
熟
度
を
考
慮
し
て
経

営
革
新
に
取
り
組
ん
で
頂
け
る
よ
う
お
手
伝
い
を

し
て
参
り
ま
し
た
。

今
回
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会
の
一
員
と
し
て

仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
「
平
成
十
六
年
度
広
域

商
工
会
リ
ア
ル
タ
イ
ム
相
談
指
導
調
査
研
究
事

業
」
を
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
十
商
工
会

の
皆
様
と
一
緒
に
進
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
情
報
管
理
課
は
、
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
の

中
で
「
新
時
代
の
商
工
会
を
支
援
し
会
員
の
満
足

度
を
向
上
さ
せ
る
情
報
化
」
を
理
念
に
掲
げ
ホ
ス

ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
更
新
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
に
、
商
工
会
組
織
の
ご
協
力
を
得

て
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
環
境
の
整
備
」
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
「
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
の
明
確
化
」
に
取
り
組
む
事
に

も
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
に
取
り
組
む
に
当
っ
て
新
た

に
勉
学
に
努
め
、
微
力
な
が
ら
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

新
し
新
し
い
顔 

新
し
新
し
い
顔 

新
し
い
顔 

県
連 

情
報
管
理
課 

嘱託専門指導員
平　井　幸　雄
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比
和
町
商
工
会
で
は
、
会
員
数
八
十
四

事
業
所
に
対
し
て
加
入
者
数
九
十
一
、
加

入
件
数
（
延
べ
人
数
）
百
四
十
四
、
加
入

口
数
二
百
九
十
九
口
と
い
う
状
況
（
平
成

十
六
年
一
月
現
在
）
で
、
加
入
者
率
一
〇

八
％
の
他
に
類
を
見
な
い
実
績
を
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
比
和
町
商
工
会
へ
、

そ
の
秘
決
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

①
　
加
入
者
率
が
一
〇
〇
％
を
超
え
る
実

績
は
ど
う
し
て
で
て
き
た
の
で
す
か
？

（
会
員
数
以
上
の
加
入
者
が
い
る
の
は

ど
う
し
て
で
す
か
）

・
会
社
の
社
長
お
よ
び
そ
の
家
族
の

方
、
従
業
員
の
新
規
加
入
。
特
別
会

員
の
職
員
へ
の
加
入
促
進
を
行
っ
て

い
ま
す
。

・
商
工
会
職
員
が
自
ら
六
口
以
上
加
入

し
て
い
ま
す
。
役
員
さ
ん
会
員
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
会
員
さ
ん
の
事

業
所
の
従
業
員
の
方
に
も
加
入
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
一
〇
〇
％
以

上
の
実
績
が
出
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

②
　
一
事
業
所
の
従
業
員
か
ら
契
約
を
も

ら
う
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
を
と
り
、

ど
の
よ
う
な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
か
。

・
ま
ず
事
業
所
の
社
長
さ
ん
に
加
入
し

て
い
た
だ
き
、
仕
事
終
了
後
従
業
員

さ
ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
推
進
し

ま
し
た
。
時
間
外
に
従
業
員
全
員
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
説
明
す
る
の
は

困
難
を
来
た
し
、
何
回
も
足
を
運
ん

で
貯
蓄
共
済
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し

お
願
い
し
ま
し
た
。
特
に
従
業
員
さ

ん
に
は
福
利
厚
生
資
金
で
借
入
で
き

る
点
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
す
で

に
加
入
し
て
い
る
従
業
員
さ
ん
に
増

額
を
お
願
い
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
。

③
　
殆
ど
全
員
の
会
員
さ
ん
に
加
入
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
会

員
さ
ん
に
対
し
て
日
頃
ど
の
よ
う
な
事

を
注
意
し
て
指
導
さ
れ
て
い
る
の
で
す

か
。

・
満
期
を
迎
え
る
会
員
さ
ん
に
は
次
へ

の
更
新
を
お
願
い
し
総
会
の
と
き
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
り
、
町

の
総
合
検
診
が
あ
る
前
に
は
加
入
者

の
方
に
人
間
ド
ッ
ク
助
成
金
が
受
け

ら
れ
る
旨
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

・
新
規
加
入
し
て
も
ら
え
そ
う
な
方
の

情
報
収
集
を
常
に
行
っ
て
い
ま
す
。

④
　
貯
蓄
共
済
事
業
へ
な
ぜ
力
を
注
い
で

い
る
の
で
す
か
。

・
頑
張
れ
ば
す
ぐ
に
手
数
料
収
入
で
財

源
確
保
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

・
提
案
公
募
型
加
入
促
進
事
業
で
は
会

議
費
が
も
ら
え
報
奨
金
が
出
る
事
業

な
ど
他
に
な
い
の
で
推
進
し
て
い
ま

す
。

・
役
職
員
さ
ん
の
協
力
が
あ
る
の
で
安

心
し
て
推
進
で
き
ま
す
。

⑤
　
事
業
主
の
高
齢
化
に
拍
車
が
か
か
っ

て
い
く
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
貯

蓄
共
済
の
加
入
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す

か
。

・
事
業
主
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
七
十

歳
ま
で
に
満
期
を
迎
え
ら
れ
た
方
に

は
Ⅱ
型
に
加
入
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
勧
め
て
い
ま
す
。

・
高
齢
者
の
方
が
解
約
す
る
と
の
申
し

出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
解
約
は
し
な

い
よ
う
に
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

⑥
　
比
和
町
商
工
会
の
特
徴
は
な
ん
で
す

か
。
ま
た
、
そ
の
他
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

こ
と
な
ど
何
で
も
良
い
で
す
の
で
教
え

て
く
だ
さ
い
。

・
職
場
内
で
言
い
た
い
こ
と
を
言
え
、

明
る
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

・
役
職
員
さ
ん
と
月
一
回
の
会
合
を

も
っ
て
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
理
解
、
協
力
体
制
が
で
き
て
い

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

を
推
進
し
て
い
ま
す
！森田会長と、比和町商工会の職員の皆様
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商
工
会
員
の
た
め
の
新
し
い
共
済
制
度 

全
国
商
工
会
会
員 

福
祉
共
済 
全
国
商
工
会
会
員 

福
祉
共
済 

７月１日より 
募集開始 

For Your Travel  &  Life
世　界　を　つ　な　ぐ　旅　と　心 

JTB団体旅行広島支店 
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ホームページ：www.jtb.co.jp/shop/danryohiroshima/（インターネットで旅行相談が可能です） 

国内個人旅行・団体旅行 082-542-2711
大会・イベント　　　082-542-2729

海外旅行・チャーター商品　082-542-2715
教 育 旅 行　　　　　　082-542-2721

店頭営業時間 ： 月曜～金曜（9：30～17：30）
　　　　　　　　　（土曜・日曜・祝日休み） 

便利でお得！2004年度 広島空港発 JTB団体旅行広島支店 オリジナル 夏のチャーター商品スケジュール 

9月22日（水）発
2004年12月29日（木）～ 

2005年1月3日（月） ハワイ6 日間  

中国九寨溝5日間 
12月29日（水）発
9月21日（火）発 カナダ 6 日間  

ハワイ6 日間  

県
連
合
会
と
商
工
会
で
は
全
国
商
工
会

会
員
福
祉
共
済
（
以
下
・
福
祉
共
済
）
の

募
集
を
七
月
一
日
よ
り
開
始
し
ま
す
。

福
祉
共
済
は
、
全
国
商
工
会
連
合
会
が

創
設
し
た
新
し
い
共
済
制
度
で
商
工
会
員

の
福
利
厚
生
に
役
立
て
る
こ
と
が
目
的
で

す
。交

通
事
故
や
不
慮
の
事
故
に
よ
る
入
院

や
通
院
、
手
術
、
後
遺
症
害
、
死
亡
に
つ

い
て
低
廉
な
掛
金
（
月
額
二
千
円
）
で
補

償
を
行
い
ま
す
。

予
期
せ
ぬ
事
故
や
ケ
ガ
へ
の
備
え
や
役

員
、
従
業
員
な
ど
の
福
利
厚
生
と
し
て

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

◎
制
度
の
特
色
等

一
　
加
入
対
象
者
　
商
工
会
の
会
員
（
法

人
会
員
の
役
員
を
含
む
）
及
び
そ
の
家

族
・
従
業
員
で
す
。

二
　
高
水
準
の
入
院
補
償
（
日
額
八
千
円
）

と
死
亡
補
償
（
一
千
万
円
）
を
両
立
、

手
術
に
対
す
る
補
償
も
行
い
ま
す
。

三
　
不
慮
の
事
故
で
も
交
通
事
故
と
同
じ

通
院
・
入
院
補
償
。

四
　
職
種
に
係
わ
ら
ず
掛
金
・
共
済
金
は

同
一
で
す
。

五
　
九
月
か
ら
は
疾
病
見
舞
金
が
追
加

さ
れ
ま
す
。

　※上記のケガには有毒ガスまたは有毒物質による中毒を含む。 
　※Ａタイプ・Ｃタイプの入院給付の場合、６歳～12歳及び66歳以上は 
　　３日目からの給付になります。              
　※Ｃタイプのみでの加入はできません。              
　※取り扱いしてない商工会もありますので詳細はお問合せください。 

補　償　内　容 
Aタイプ 

共済金額 

1,000万円 

800万円

共済金額 共済金額 

Bタイプ Cタイプ 

死亡 
交通事故 

交通事故 

交通事故 

交通事故 

不慮の事故 

不慮の事故 

交通事故 

不慮の事故 

交通事故 

不慮の事故 

手術 

入院 

通院 

加入年齢 

掛　　金 

後遺症害 

1,000万円 
～10万円 

800万円 
～8万円 

8,000円
1日目～100日目

3,000円
3日目～100日目

満６歳～65歳
継続は74歳迄

月額2000円

20・10・5万円 

700万円 

500万円

700万円 
～7万円 

500万円 
～5万円 

5,000円
3日目～100日目

1,500円
3日目～100日目

満66歳～80歳
継続は85歳迄

月額2000円

10・5・2.5万円 

400万円 

300万円

400万円 
～4万円 

300万円 
～3万円 

4,000円
1日目～100日目

1,500円
3日目～100日目

満６歳～65歳
継続は74歳迄

月額1000円

10・5・2.5万円 

経営革新事例 

海鮮工房 
（海遊パ海遊パーク七浦七浦） 
海鮮工房 

（海遊パーク七浦） 

海資源を活用した 
地域密・通年タイプの 
海レジャービジネス 

の創造 

広島県豊田郡安浦町安登 
（七浦海水浴場） 

電話  ０８２３－７０－５１０５ 

■
経
営
革
新
取
組
み
の
動
機

当
社
は
平
成
十
三
年
秋
に
安
浦
町
塩
谷

地
区
に
活
魚
料
理
店
「
瀬
戸
海
鮮
　
潮
家
」

と
し
て
オ
ー
プ
ン
、
瀬
戸
内
の
新
鮮
な
魚

介
類
を
素
材
と
し
た
海
鮮
創
作
料
理
を
手

頃
な
価
格
で
提
供
し
、
安
浦
町
・
呉
市
・

黒
瀬
町
・
安
芸
津
町
を
テ
リ
ト
リ
ー
と
し

て
堅
実
に
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
。

平
成
十
五
年
に
、
安
浦
町
七
浦
海
水
浴海鮮工房　池田社長
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場
と
付
随
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を
運
営
し
て

い
る
オ
ー
ナ
ー
か
ら
、
全
施
設
を
潮
家
に

貸
与
し
た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
池

田
社
長
は
慎
重
に
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

当
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
人
材
を
活
か
し
た
レ

ジ
ャ
ー
施
設
の
展
開
に
よ
る
安
浦
町
の
活

性
化
へ
の
寄
与
と
、
当
社
の
地
域
に
お
け

る
経
営
基
盤
固
め
の
た
め
、
七
浦
海
水
浴

場
に
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
を
展
開
す

る
こ
と
を
決
意
し
た
。

■
取
組
み
内
容
・
支
援
内
容

七
浦
海
水
浴
場
は
、
手
つ
か
ず
の
自
然

が
残
る
安
浦
町
で
最
も
美
し
い
砂
浜
と
し

て
賑
わ
っ
た
海
水
浴
場
だ
っ
た
が
、
近
年

他
の
海
水
浴
場
の
充
実
等
に
よ
り
来
場
者

が
減
少
し
て
い
る
。

新
施
設
は
現
地
の
好
条
件
を
活
か
し
、

通
年
で
集
客
を
図
る
た
め
施
設
全
体
に
一

つ
の
テ
ー
マ
を
持
た
せ
、
統
一
感
と
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
出
し
、
今
ま
で
に
な
い
海

浜
の
楽
し
み
の
提
供
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す

る
。
地
元
企
業
や
商
工
会
の
協
力
を
得
な

が
ら
、「
海
賊
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
定
期

的
な
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
、
夏
期
の
み
で
な

く
通
年
で
老
若
男
女
が
楽
し
め
る
施
設
を

目
指
し
て
い
く
。

平
成
十
六
年
四
月
に
、
池
田
社
長
か
ら

安
浦
町
商
工
会
に
事
業
展
開
の
相
談
が
あ

り
、
松
岡
経
営
指
導
員
か
ら
資
金
調
達
等

有
利
な
施
策
が
利
用
で
き
る
「
経
営
革
新

支
援
法
」
の
申
請
を
勧
め
ら
れ
た
。
五
月

に
経
営
指
導
員
、
広
島
ロ
ー
カ
ル
地
域
中

小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
と
も
に
経
営
革
新
支
援
法
申
請
に

向
け
て
具
体
的
な
計
画
と
資
料
作
成
、
県

経
営
支
援
室
へ
の
事
前
相
談
を
行
い
、
五

月
末
に
経
営
革
新
申
請
書
を
提
出
し
、
六

月
末
に
県
知
事
の
承
認
を
受
け
た
。

七
月
十
二
日
に
は
安
浦
町
長
ほ
か
町
内

の
有
力
者
及
び
マ
ス
コ
ミ
多
数
を
招
い
て

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
七

月
十
九
日
の
「
海
の
日
」
に
「
七
浦
海
賊

祭
り
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
皮
切
り
に
新
装

オ
ー
プ
ン
し
た
。

■
取
組
み
の
メ
リ
ッ
ト

①
具
体
的
な
個
別
の
事
業
計
画
は
作
成

し
て
い
た
が
、
経
営
革
新
支
援
法
の
申
請

に
よ
り
、
体
系
的
に
事
業
計
画
を
整
理
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
②
国
民
生
活
金
融
公

庫
等
か
ら
有
利
な
資
金
を
調
達
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
③
経
営
革
新
支
援
法
承
認
企

業
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、
行
政
等
の
関
係
者
に

対
し
て
信
用
が
高
ま
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。当

社
で
は
こ
れ
か
ら
、
雇
用
関
係
の
助

成
金
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
施
設
展
開
計
画
を
実
施
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

（
支
援
セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　

木
村
　
武
則
）

経営革新事例 

㈲ヒノカワ自動車 ㈲ヒノカワ自動車 

自動車リサイクル 
事業の展開 

安芸高田市八千代町上根９０３ 
電話  ０８２６－５２－３２７１ 
ホームページ　http://www.j-hjb.com/

 

■
経
営
革
新
取
組
み
の
動
機

当
社
は
昭
和
四
十
七
年
か
ら
安
芸
高
田

市
八
千
代
町
で
自
動
車
板
金
塗
装
・
自
動

車
整
備
及
び
新
車
中
古
車
販
売
を
行
っ
て

い
る
。

昭
和
六
十
一
年
に
有
限
会
社
に
組
織
変

更
し
堅
実
な
経
営
を
続
け
て
い
る
が
、
道

路
運
送
車
両
法
の
改
正
に
よ
る
車
検
期
間㈲ヒノカワ自動車　井上社長



    

県
央
地
区 

東
野
町
商
工
会
女
性
部 

　
　
部
長
　
増
　
本
　
千
鶴
子 
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ご
存
知
で
す
か
「
つ
わ
ぶ
き
」（
石
蕗
）、

キ
ク
科
の
常
緑
多
年
草
。
暖
地
の
海
辺
に

自
生
、
観
賞
用
に
栽
培
（
広
辞
苑
）
と
あ

る
。
大
崎
上
島
町
は
無
人
島
を
含
め
た
く

さ
ん
の
島
が
あ
り
、
そ
の
中
の
周
囲
十

五
・
六
㎞
の
生
野
島
と
い
う
島
に
群
生
し

て
い
る
植
物
で
す
。

若
い
葉
柄
（
茎
）
は
昔
か
ら
食
用
と
し

て
珍
重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
煮
物
に
す
る

と
ち
ょ
っ
ぴ
り
苦
味
が
効
い
て
お
酒
の
お

つ
ま
み
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
こ
の
「
つ
わ

ぶ
き
」
が
、
島
の
特
産
品
に
な
ら
な
い
か

と
、
平
成
四
年
に
「
味
グ
ル
ー
プ
」
の
人

達
に
よ
っ
て
佃
煮
と
し
て
登
場
し
た
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
人
手
不
足
と
な
り
作
る
の

を
や
め
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
折
角
こ

こ
ま
で
築
い
た
も
の
を
や
め
る
の
は
勿
体

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
三
年
前
に
引
き
継

い
だ
の
が
商
工
会
女
性
部
で
す
。

り
、
平
成
十
七
年
一
月
以
降
は
、
廃
車
引

取
り
・
フ
ロ
ン
回
収
・
自
動
車
解
体
・
自

動
車
破
砕
の
事
業
は
登
録
又
は
許
可
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
。
当
社
は
、
八
千
代
町

で
は
初
め
て
の
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

の
許
可
事
業
者
で
あ
り
、
自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
の
先
発
事
業
者
と
し
て
の
優
位

性
に
よ
り
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の

可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る
。
社
長
は
自
社

で
の
産
廃
事
業
だ
け
で
な
く
事
業
協
同
組

合
等
の
組
織
化
に
よ
り
、
広
域
の
産
業
廃

棄
物
処
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
。

■
取
組
み
の
メ
リ
ッ
ト

①
中
小
企
業
診
断
士
の
指
導
に
よ
り
、

体
系
的
な
経
営
計
画
を
初
め
て
作
成
し
、

経
営
計
画
作
成
の
手
順
･
考
え
方
を
掴
む

こ
と
が
で
き
た
。
②
経
営
計
画
作
成
に
よ

り
、
事
業
計
画
が
体
系
的
に
整
理
で
き
た
。

ま
た
数
値
計
画
の
作
成
に
よ
り
三
年
後
・

五
年
後
の
自
社
の
姿
が
明
確
に
な
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

当
社
で
は
こ
れ
か
ら
国
民
生
活
金
融
公

庫
・
小
規
模
企
業
等
設
備
導
入
資
金
等
の

有
利
な
資
金
を
活
用
し
つ
つ
、
平
成
十
七

年
一
月
か
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行
に
向

け
て
革
新
計
画
を
実
施
し
て
行
く
予
定
で

あ
る
。

（
支
援
セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　

木
村
　
武
則
）

の
延
長
や
、
他
業
種
か
ら
の
新
規
参
入
も

あ
っ
て
事
業
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

井
上
社
長
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
を
打

開
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の

延
長
で
は
な
く
時
代
の
流
れ
に
適
応
し
た

事
業
展
開
が
必
要
と
考
え
、
既
存
事
業
を

ベ
ー
ス
に
し
た
新
分
野
・
新
事
業
へ
の
進

出
を
模
索
し
て
い
た
。

こ
の
度
、
平
成
十
七
年
一
月
の
「
自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
施
行
を
前
に
、
自
動

車
部
品
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
及
び
中
古
車
・

高
年
式
の
事
故
車
両
等
の
再
生
販
売
事
業

に
本
格
参
入
し
、
既
存
事
業
と
の
連
携
に

よ
る
「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
」
を
立

上
げ
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

■
取
組
み
内
容
・
支
援
内
容

平
成
十
六
年
三
月
に
、
八
千
代
町
商
工

会
大
原
指
導
員
と
広
島
ロ
ー
カ
ル
地
域
中

小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
当
社
を
訪
問
、
事
業
計
画
等
を
検

討
し
、
経
営
革
新
支
援
法
の
申
請
を
行
う

こ
と
を
提
案
し
た
。

平
成
十
六
年
四
月
に
支
援
セ
ン
タ
ー
登

録
専
門
家
の
中
小
企
業
診
断
士
の
山
中
洋

先
生
の
支
援
に
よ
り
、
廃
車
の
調
達
･
保

管
体
制
づ
く
り
、
資
金
計
画
等
の
経
営
革

新
計
画
を
作
成
し
、
平
成
十
六
年
五
月
に

県
に
経
営
革
新
計
画
の
承
認
申
請
書
を
提

出
、
六
月
に
県
知
事
の
承
認
を
受
け
た
。

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に
よ
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ピリ辛とゴマ味の２種

自生する「つわぶき」

チ
ェ
ン
ジ
し
て
は
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」
で
販
売
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
今
で

は
売
上
も
伸
び
、
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す

が
部
員
に
日
当
が
払
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
事
業
で
部
員
の
結
束
が
よ
り

一
層
深
ま
り
、
ま
た
お
金
を
貯
め
て
食
事

会
に
行
く
の
を
楽
し
み
に
「
つ
わ
ぶ
き
」

加
工
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」
へ
行

か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
「
つ
わ
ぶ

き
の
佃
煮
」
を
お
買
い
求
め
の
う
え
、

チ
ョ
ッ
ピ
リ
苦
味
の
効
い
た
大
人
の
味
を

楽
し
ん
で
み
て
下
さ
い
。

簡
単
な
気
持
ち
で
引
き
受
け
た
も
の

の
、「
つ
わ
ぶ
き
」
の
採
取
に
は
じ
ま
り

加
工
に
至
る
作
業
は
大
変
な
も
の
で
し

た
。
朝
早
く
か
ら
船
で
島
に
渡
っ
て
夕
方

近
く
ま
で
崖
を
登
っ
た
り
、
藪
の
中
を
這

い
回
っ
た
り
し
て
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
一
杯

に
山
積
み
す
る
位
採
る
た
め
、
休
憩
は
お

ろ
か
昼
食
を
取
る
暇
も
あ
り
ま
せ
ん
。
翌

日
も
又
大
変
で
す
。
取
っ
た
「
つ
わ
ぶ
き
」

の
毛
を
取
る
作
業
、
お
な
じ
大
き
さ
に
切

る
作
業
で
手
は
荒
れ
、
ま
め
ま
で
出
来
る

始
末
で
す
。

販
売
も
今
一
歩
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
こ

れ
か
ら
先
、
続
け
て
い
け
る
か
と
不
安
な

時
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
県
連

よ
り
特
産
品
等
販
路
開
拓
支
援
事
業
が
あ

る
と
の
情
報
を
受
け
、
そ
の
中
で
「
ひ
ろ

し
ま
夢
ぷ
ら
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独立・起業や新事業を行う子会社の設立を支援します！ 独立・起業や新事業を行う子会社の設立を支援します！ 

創業経費の3分の1を支援します！ 
　　　　　　　　　1人雇うと30万円を支給します！ 
創業経費の3分の1を支援します！ 
　　　　　　　　　1人雇うと30万円を支給します！ 

～地域雇用受皿事業特別奨励金が使いやすくなりました！！～ 

株式会社、NPO法人、企業組合、社会福祉法人などを設立し（既
存の法人が新事業を行う子会社を設立する場合等も含みます。）、
事業計画の申請を法人設立の翌日から６か月以内に行うこと。
法人設立前に申請を行う場合は、事業計画の認定後３か月以
内に法人を設立すること。 

★次のいずれにも該当する労働者３人以上（１人
以上は非自発的離職者（注））を現に継続して雇用
している事業主であること。ただし、法人設立
の日から６か月以上経過してから支給申請を行
うことができます。 

① 個人向け・家庭向けサービス　② 社会人向け教育サービス 
③ 企業・団体向けサービス　　　④ 住宅関連サービス 
⑤ 子育てサービス　　　　　　　⑥ 高齢者ケアサービス 
⑦ 医療サービス　　　　　　　 ⑧ リーガルサービス 
⑨ 環境サービス　　　　　　　　⑩ 地方公共団体からの 
　　　　　　　　　　　　　　　　アウトソーシング 

① 常用労働者又は短時間労働者 

　 （うち１人以上は常用労働者） 

② 雇入れ日現在で65歳未満の者 

③ 雇入れ後３か月以上経過した者 

④ 法人設立の日から１年６か月以内に雇い入れられた者 

（注）非自発的離職者とは、自己の都合や自己の責めに 帰すべき理由に 
　　  よらないで離職する者です。 

支給対象となる法人の主な条件 支給を受けることができる主な条件 

★次の事業（地域に貢献する事業）を 
　主たる事業として行うこと。 

URL http://www.sangyokoyo.or.jp/ 

TEL 0570-005440（全国共通番号：最寄りの地方事務所につながります。） 
（財）産業雇用安定センター地方事務所 お問い合わせ先 
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 第３回ビジネスフェア中四国－中四国発・ユニーク商品見本市－ 

出展者を募集しています！ 
　来年2月に、中四国地域の特色ある消費財を一堂に集め
た見本市・商談会が開催されます。ビジネスマッチング
（商談）を通じて販路拡大を目指す出展企業・団体を募集し
ています。 

●開催日時　平成17年2月10日(木)～11日(金･祝) 
　　　　　　10：00～17：00 
　　　　　　（2月11日(金･祝)は一般消費者向け展示販売会も開催） 
●会　　場　広島市総合展示館（広島市西区商工センター一丁目） 
●対象品目　 
　①地域の特色ある食品、素材と技を生かしたユニーク食品 
　②「人」と「環境」にやさしい新しいアイデア製品 
●主　　催　ビジネスフェア中四国実行委員会 
　　　　　　（広島、松山、呉、浜田の各市・商工会議所で構成） 
●出 展 料　1小間　6万円（間口2.7ｍ×奥行2.7ｍ×高さ2.4ｍ） 
　〈小規模企業・共同出展小間の特例＝半小間　3万3千円〉 
●申込方法　出展案内パンフレットに付属の 
　　　　　　「出展申込書・出展物リスト」を下記事務局へ 
　　　　　　郵送又は持参（パンフレットは、広島、呉の各 
　　　　　　市・商工会議所で配布） 
●申込期限　平成16年9月30日(木)(消印有効)

●申込み・問合せ先 
　〒730-8586　広島市中区国泰寺町一丁目6番34号 
　広島市経済局観光コンベンション推進部内 
　ビジネスフェア中四国実行委員会事務局 
　TEL082－504－2602　FAX082－504－2253 
　URL　http://www.city.hiroshima.jp/keizai/conv/fair/index.html


